
在庫の適正化やオペレーションの改善による拘束時間の削減山口県
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►荷主企業：発荷主A（製造業）、着荷主a（倉庫業）
0発荷主Aは、大阪府に本社を置く総合繊維メーカー。山口県内に製造工場を有する。
0着荷主aは、発荷主Aの全額出資による物流子会社。東海・信越•関西などに物流センターを配
置・運営している。

►運送事業者：運送事業者ア（元請）、運送事業者イ（下請）
0運送事業者ア（元請）は、福岡県に本社を置く大手運送事業者。発荷主Aの製品の全国輸送を
担当しているほか、一部製品の保管業務を行っている。

0運送事業者イ（下請）は、広島県に本社を置く大手運送事業者。東北•関東・東海•関西などにグ
ループ展開している。発荷主Aの山口県内工場からの化学繊維製品輸送の大半は、運送事業

者イ（下請）が担う。

►荷種：化学繊維製品（荷姿はロール状）
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！倉庫に横積み保管されている製品

を、ラムフォークリフトで1本ずつト

ラックの荷台に積み付ける。

製品によっては、パレット積みで保

管されているものもあり、パレットの

ままフォークリフトで荷台の高さまで

上けた後、ドライバーが斜めに転が

しながら荷台奥へと移動させていく

＇作業が発生。I ----------------------------------------------------------
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発荷主Aの製品倉庫における在庫の適正化や出荷作業時の

オペレーションを改善した結果、

積込み時間と手待ち時間が削減された。

特に、出荷1本当たりの作業時間については半減。|—
1本当たりの作業時間

時間短縮

し

Before After
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①発荷主Aの製品倉庫が手狭で、翌日の出荷分を荷揃えするときに、手前にある他の

保管製品を一旦横持ちしないと、奥の出荷製品を取り出せない等、無駄な作業が生
じている。
出荷前の一時保管スペース（上屋）が足りず、雨天時は作業が停滞してしまう。

当初の出荷分積込み後に荷台スペースの有効活用のため、満載になるまで行う積み
足し作業と、伝票（送り状）修正に時間を要する。
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工場内設備の定期修理による稼働停止に併せて在庫を適正に調整。
出荷製品の前に他の製品が積まれるような状況を解消。

ストックポイントヘ優先的に転送できる銘柄の見直し
テント倉庫の増設などによる保管キャパの拡大
工場内在庫と外部倉庫在庫の適正化

運送事業者へ積込予定時間を事前連絡し、定刻入場を実施。

①
在庫が適正化されたことにより、出荷製品の前に他の製品が積まれているような状
況が解消され、荷繰りすることなくラムフォークで倉庫から直接トラックに積みつけが
可能となった。

荷繰りが解消された結果、積み込み開始から積み込み終了までの作業時間が概ね
半減された。

事業を通じて着先であるストックポイントとのコミュニケーションが向上した。
②
③

①
②
③

保管スペースが効率的に使用できるようになり、荷繰りが解消されたことで構内作業
時間が短縮された。

本事業を通じて入場～接車、積込み完了～退場までの時間等、細分化して見える化

できるようになった。
運送事業者との間で忌憚のない意見交換ができるようになった。

①
②
③

荷主企業と運送事業者で現場の問題点を確認した。
荷主企業、運送事業者が一同に介し、継続的な改善を検討した。

荷主企業の協力により、出荷作業時間の短縮に取り組んだ。
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